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総数55、前週の90.2％と減少です。
何年振りでしょうか、記憶にありませんが首位交代です。
首位は、RSウイルス感染症、前週比154％、定点当たり5.7と増加です。
2011 43週から、私のFile makerに記録が残っていますが、
確認したところ、2014 50週の30名が最大ですので、ここ10年で最大の流行です。
2位は、感染性胃腸炎、前週比50％、定点当たり2.8と半減です。
以下は、溶連菌2名、咽頭結膜熱、突発性発疹、1名づつ報告です。
内科も含むインフルエンザ、58週続けて0です。

小児科休日当番医は、4/29、39名、胃腸炎5名、RS1名、溶連菌1名、アデノ1名、
5/2、来院数40名、胃腸炎6名、RS2名、溶連菌1名、水痘1名、
5/3、来院数101名、胃腸炎3名、RS10名、アデノ3名、
5/4、来院数55名、胃腸炎3名、RS1名、
5/5、来院数56名、胃腸炎3名、RS5名、溶連菌1名、番外で川崎病1名、
とご報告をいただいています。
小児科定点からは、新型コロナの報告はありません。
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増減病院:開業医

インフルエンザ総数 増減 前週比 定点当たり
小児科:内科 増減
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